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森さんちょっと聞いていいですか

第1章森さんの登場

石ﾉ||県金沢市にある卯辰山、僕はよくここを散歩します。そう、あの時もふらりふらり

と散策していました。

「おーい、そこの若いの。」

ちょっと苦しそうな声がして、僕は辺りを見回しました。しかし、誰の姿もなく空耳かと

思いまた歩き出しました。

「ちょっと待って。」

今度はすぐそばから聞こえました。

「誰？」

「ここだよ。」

声の方を振り向くと古い巨木が一本ありました。

「今話しかけたのは・・・。」

「そう、私だよ。」

なんとその巨木がしゃべっているではありませんか。しかしその声に悲痛の想いがこもっ

ているのを感じました。そこで僕は逃げ出さずにその場にとどまったのです。

第2章森さんの語り

「君は知っているかい。君の住んでいる場所が汚染されているのを。」

「へっ？」

「まあ、突然こんな事を言われても何のことか分からなくて当然かな。百間は一見に如か

ず。これを見てみて。街に灰色の帯がかかっているだろう。これは自動車の排気ガスなど

がたまっている証拠なんだ。」

「本当だ。灰色の帯みたいなのがある。こんなに汚いんだね。」

「そうなんだ。ところで金沢は工業地帯じゃないし、他の工業地帯よりは空気も清浄だと

は思っていないかな。でも実際は金沢が排煙を出さなくても海を越えた中国から風に乗っ

て汚染物質が運ばれてきているんだ。それにその運ばれてきた汚染物質が雨に溶け込んで

降ってきたりもするんだ。この雨を酸性雨というんだけれど、う－ん、そうヨーロッパ、

ヨーロッパの昔の建物や石像は酸性雨で溶けてしまう石灰岩というものでできているんだ。

だから貴重な文化遺産が溶かされてヨーロッパの人たちは嘆いているよ。そしてここ金沢

でも酸性雨の被害はあるよ。コンクリートが溶かされっららとなったり、雨の流れた跡が

残っていたりしてね｡今､言ったことは君の家の周りでも注意すれば観察できると思うよ。」

「そうなのか。それは知らなかったなあ。じゃあ今度見てみるよ。．・・・そうだ、あな

たの名前は？」

「私？私は森という名前だよ。」

「もり？森さんかあ。」

僕は少し森さんに親しみがわいてきました。
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ｴﾈﾙギー の事■ｴﾈﾙギー の問題

私達は様々な物を作り、動かして生活しています。この時必要なのがエネルギーです。

地球には様々なエネルギー資源があり、今私達が主に利用しているのは、石油，石炭，天

然ガス，水力そして原子力です。しかし、これらには大きな問題があります。

1，使い果たしてしまう

石油、天然ガスは後、数十年分しか残っていません。石炭は多くの埋蔵量が確

されていますが、その殆どは技術的に掘り出すことが困難な所にある為、利用

できないのです。

2，温暖化ガスCO2が出る

化石エネルギーはその名の通り、化石つまり生物の死骸でできています。生物

の体を作っている元素の，つ、炭素を燃やすのですから、これらを使えば使う

ほど温暖化ガスcO2が出て、地球が暖められてしまいます。

3，放射性廃棄物が出る

原子力はCO2も出さないし、少量で膨大なエネルギーを取り出せる、ある意味

クリーンで夢のエネルギー資源といえます。しかし、このエネルギーは原子を

核分裂させて作る為、放射線が出ます。これによって汚染されたゴミが深刻な

問題を生み出しています。このゴミが放射線を出さなくなるまで何十億年とい

う長い年月がかかる上に、その処理方法が今のところないのです。

4，場所に問題が…

自然エネルギーである水力は、川をせき止めダムを作り、その力を利用して

います。その為CO2も放射性廃棄物も出ません。これこそ理想のエネルギー資

源と思われるのですが、やはり問題があります。まず、このダムを作った川

の流域の生態系に重大な影響が出る事、そして、ダムを作れる地形のある場

所が限られている為、これだけにエネルギー生産を頼る事ができない事です。

化石燃料はその手軽さから、原子力はその膨大なエネルギー量から、現代を支える重要

な資源として利用されています。しかし、利用すると同時に、あまりにも大きなリスクを

抱えています。今のままエネルギーを使い続ければ、私達の生活の根本、地球環境がどん

どん破壊されていくばかりです。経済がますます発展し、それに伴ってより需要の大きく

なったエネルギー。その需要に応える事ができなければ、世界中が経済的パニックに陥り

ます。エネルギーを大量に作れ、しかも地球環境を破壊しないですむ、そんなエネルギー

資源はないものでしょうか。
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太陽ｴﾈﾙギー を使ってみよう

さて、太陽エネルギーのすごさばかりを挙げましたが、では実際に太陽エネルギーを利

用する事を考えてみましょう。その熱エネルギーをそのまま利用するのも1つの手ですが、

太陽電池を使い電気にすれば、様々な用途に利用できます。では、その長所、短所を整理

すると…

長所

・太陽エネルギーは限りがなく、しかもダダ

・無公害

・必要とする所で発電できるので、送電線が要らない

・太陽電池は長寿命で半永久的に使用可

短所

・発電コストが高い

・光の当たっている時しか発電できない

・大電力を得るには大面積が必要

太陽エネルギーは地球環境にとって本当に理想的なエネルギーなのですが、実用化する

にはクリアしなければならない短所があります。その為に、今すぐ太陽エネルギーだけで

全需要を満たそうといっても、まだ無理なのです。しかし、だからといって使わないでい

るのはナンセンスです｡せっかくの太陽エネルギー。現時点で利用する方法を探してみま

しょう。
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エネルギーの事これからの事

省エネしない限り、必要なエネルギー量は増加する一方です。エネルギーを使わなけれ

ば問題は発生しないのですが、それでは今の生活を保てません。エネルギーを使わざるを

得ないのなら、使っても自然と共存できる方法を考えていかなくてはなりません。その1

つが太陽エネルギーの利用なのです。しかし、その利用はまだまだ開発途中であり、完全

なものではありません。完成するまでには時間が必要です。ところがその問に環境破壊は

どんどん進行していきます。技術の発展に頼る前に、私達が出来る最大の努力をしていか

なくてはなりません。それは、今回は触れませんでしたが、まず省エネに努め資源の利用

量そのものを減らす事、そして、化石エネルギーや原子力に代わる、自然エネルギーを利

用していく事です。そして、その中でも1番潜在能力を持っているのが太陽エネルギーな

のです。

環境問題は、私達の生活そのものが原因で起こっています。よって、環境問題を解く鍵

は、私達自身の中にあるのです。これから一緒にその鍵を持って、扉を開けにいきません

か？
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中国南部・広州市の南方日報はこのほど、中国全土の耕地面積の17％近くと、食糧の3％

近くが農薬汚染を受けており、近年、新生児の奇形や知恵遅れなどの異常が増えていると

伝え、土壌汚染への警戒を呼びかけた。

1990年3月10日朝日新聞より

農薬=農作物を害する菌、線虫、ダニ、昆虫、ネズミその他の動植物またはウイルス

の防除に用いられる殺虫剤、殺菌剤その他の薬剤および農作物等の生理機能の増進または

抑制に用いられる成長促進剤、発芽抑制剤その他の薬剤のこと。

尼五五回六塩化べﾝゼﾝ(benzenehexachloride)の略。
α、β、γ、6、E、など7種の異性体が知られ、その性質の違いとしては主に

．γ、6体…急性毒性が強い。

.β体………安定性が大きく蓄積性が強い。

体脂肪中に蓄積したBHCのうち、α、γ、6体一約3週間で消失。

β体14週間でも残留が見られる。

殺虫剤としてすぐれていたが、非分解性、蓄積性の高いβ－BHCが土壌、稲わらを通し

て牛、さらには牛乳、牛肉、それを食べる人の体内に検出され、母乳にも見出されるよう

になったため、日本では1971年に農薬としての使用は禁止された。農林水産省は1970年

1月～1971年2月にかけて飼料作物へのBHCの使用を禁止し、その後徐々に上記物質か

らの検出量は低下しつつある｡一日摂取許容量は、γ－BHCについて0.01mg/kg,β－BHC

については0.05~0.005mg/kgo農薬登録発効期間は1949.2～1971.12(現在使用禁止)。な

お、毒物および劇物取締法において、劇物に指定されている。

面面可ジクロロジフェニルトリクロロエタン(dichlorodiphenyltrichloroethane)の略。
1939年に開発され、強力な殺虫力を有することが認められた最初の有機塩素系の有機合成

殺虫剤。ダニ、ノミ、シラミなどの防疫や農業用殺虫剤として広く用いられたが、その毒

性、残留性などが認められ1971年5月以降使用されていない。人の最小中毒量は16mg/kgo

一日摂取許容量は0.005mgとされ､米､小麦､果実､野菜などについての残留基準は0.2ppm

とされている。1970～1971年の日本人脂肪組織中含量は6.9～8.2ppmであり、牛乳、母

乳からも検出された。動物実験では、白血病その他の悪性腫瘍の惹起性が認められている。

作業環境におけるACGHIの許容濃度(1983)は1mg/m3とされている。日本での農業登録

発効期間は1948.9～1971.5(現在使用禁止)。
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安ヰロ垂彗害；昭和12年に設立された群馬県安中市にある日本亜鉛製錬(株)(昭和16

年東邦亜鉛(株)と社名変更)製錬所から排出される鉱煙、粉塵、廃液などが周辺地域の動植

物と住民に被害を与えた事件。製錬所周辺の山地は依然として荒廃したままであり、カド

ミウムの土壌汚染は同製錬所から10～15km離れた高崎市内にまで広がっていることも報

告されている。昭和47年周辺農民104人は、農地が汚染され農業経営と生活が破壊され

たとして訴訟を起こした。

・カドミウムの使用例……電気メッキ、顔料、合成樹脂安定剤、蓄電池極板、合金など。

・被害を受けた人……カドミウムの精錬、加工、電池製造、化合物製造、合金製造･加工、

めっき、加熱処理などの作業に従事していた人々。

また人だけでなく、亜鉛、銅の採鉱、精錬、加工を行う事業所の周辺や排水の流入する河

川流域の生活環境がカドミウムで汚染され、地域住民のカドミウム暴露が大きな社会問題

となっている。カドミウムの呼吸器からの吸収率は10～50％、腸管からの吸収率は5％と

考えられており、吸収されたカドミウムの1/2～1/3は肝と腎に蓄積して健康影響が発現す

る。腎皮質中のカドミウム濃度が一定値に達すると腎機能異常が発現する(臨界濃度)と考

えられており、その値はWHO(世界保健機関)では200"g/g(1972)、最近の研究では300

~400"g/gと推定されている。人経口摂取の中毒量は15mgで、悪心、嘔吐、消化器症状

を呈し、高濃度のカドミウムヒュームや粉塵を吸入すると、急性の閉塞性肺疾患、問質性

肺浮腫、肺繊維症を起こす。また、環気中濃度が100"g/m3以上のカドミウムを扱う職場

で働いていた作業者に、咽喉の刺激感、肺気腫、蛋白尿、低分子蛋白尿、糖尿、アミノ酸

尿などが見られる。ごくまれに偽骨折や骨軟化症が見られることがある。またカドミウム

による公害疾患で有名なものにイタイイタイ病が挙げられる。富山県神通川流域で見出さ

れたイタイイタイ病はカドミウムによって腎障害を起こし、栄養、授乳その他の要因によ

るものであるとされている。

日本の成人のカドミウムー日摂取量は30～50"gであるが、カドミウム汚染地域の住民

では200～300"gに及ぶこともある。WHOは一日許容経口摂取量を80"gとしており、

厚生省は保有米の安全基準を玄米1.0ppm、また、粉塵および塩については0.05mg/m3とし

ている。カドミウムは植物一般にとっても有害であり、土壌中に3ppmのカドミウムが含

まれている場合、小松菜の成長量は10日間で約30%も抑制される。特に根からのカリウ

ムやリンの吸収が顕著に阻害される。カドミウムに対して感受性の高い植物としては大根、

ひまわり、菊、大豆などがあり、抵抗性の高い植物としては、ヘビノネゴサ、セイタカア

ワダチソウ、コンフリー、トウモロコシなどが知られている。
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東京都が88年3月、東京佐川急便(本社・東京都江東区新砂2丁目)から購入、子供が遊ぶ

広場などとして開放されている都有地で高濃度の水銀、ヒ素などが約3メートルの深さの

地中から検出され、最高で都の基準の36倍を超す有害物質に汚染されていることが11日

明らかになった。同社は85年1月、前年に倒産した鉄工所から土地を買収、都に売った

のはその半分。転売で元の購入資金のほとんどをまかなっている形になっており、同日の

都会議でも｢不明朗だ｣と指摘された。土壌汚染について東京都は｢覆土など決められた手

続きはされていた。しかし、反省点もあるので改善を検討したい｣としている。

1992年3月12日朝日新聞より

・無機ヒ素の用途……木材の防腐、防蟻剤、触媒、脱硫剤、ガラス脱色剤など。

また、高純度金属ヒ素は半導体の原料となる。

・発生源……非鉄金属精錬所、石炭火力発電所、地熱発電所など。またヒ素農薬が大量に

使用され、大気、土壌、湖沼、河川などの環境汚染を生じたこともある。

中でも三酸化二ヒ素は毒性が強く、人の急性致死量は0．07～0.18gであるという。海洋性

生物のヒ素含有量は陸上生物に比べて10倍から1000倍多く、特に海藻類では10ppm以上

のものがある。また、日本では鉱山操業時の環境汚染、あるいは堆積された鉱さいによる

環境汚染が原因と考えられる慢性ヒ素中毒症が、宮崎県土呂久鉱山周辺地区および島根県

笹ヶ谷鉱山周辺地域で発生し、公害健康被害補償法に基づく指定疾病に指定されている。

ヒ素中毒症状は、体重減少、悪心、反復性の下痢と便秘、皮膚の色素沈着、角化症、いぼ、

多発性神経炎、爪の横断白線、肝障害などである。また、無機ヒ素化合物に飲料水、労働

環境などを介して暴露した集団に皮膚癌の発生が認められており、三酸化二ヒ素に大量暴

露した金属精錬作業者に肺ガンの増加が認められている。

許容濃度としてACGIH(1983)は酸化ヒ素およびその可溶性化合物について0.2mg/m3

を示し、日本産業衛生学会(1983)は酸化ヒ素について0.5mg/m3とし、ヒ素化合物を職業性

発癌物質に指定している。植物にとってもヒ素は有害元素で、汚染地帯で還元状態にある

水田のイネが障害を起こしやすい。ヒ素は植物体内でリンと類似の行動をとるため、高エ

ネルギーリン酸化合物の生成を阻害し、根におけるカリウムの呼吸を抑制する。大豆、キ

ャベツ、トマトなどはヒ素に対する感受性が高く、ほうれん草、大根などは比較的抵抗性

が高い。
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外務省の佐藤行雄北米局長は26日の衆院外務委員会で、在日米軍基地内に毒性の強い

PCB(ポリ塩化ピフェニール)を含む危険廃棄物が放置され沖縄の嘉手納基地では士壌汚

染が確認された問題に関連して、米側から、嘉手納基地内にはPCBを含む絶縁液を使う

変圧器がまだ2つ残っている、などの回答を受けたことを明らかにした。

1992年2月27日朝日新聞より

沖縄県の在日米空軍嘉手納基地で7年前と5年前の2回、毒性が強いポリ塩化部ビフェ

ニール(PCB)液が大量に漏れ出た事故について、同基地が日本政府には連絡せず、汚染除

去を内密に処理すると上級部隊に報告していたことが30日、反核市民団体が米国の情報

公開法にもとづき入手した資料でわかった。

「太平洋軍備撤廃運動(PCDS)｣(梅林宏道代表)が入手した資料(二十点)によると、事

故は1986年と88年の2回、PCB液の入った変圧器を運搬中に、合わせて約百五十リッ

トルが漏れて士中に流れ込んだ。汚染士のPCB濃度は、最高5,500ppm(日本の土壌汚染

の環境基準は0.0005ppm)に達し、嘉手納基地は昨年11月末までに汚染度476トンを掘削

して米本国に送って処理したとされている。

1993年10月31日朝日新聞より

PCBというのは、ポリ塩素化ピフェニール(polychlorinatedbiphenyl)の略称。熱に対

する安定性、電気絶縁性に優れ、トランス油、コンデンサー、熱媒体、ノーカーボン紙に

用いられた。これらの製造過程や製品の廃棄から環境中に放出される。人中毒例では、製

造過程でPCBが混入した米ぬか油(1500～2000ppm)を食し、発症した油症がある。その

症状は吐気、無気力、皮膚への色素沈着、皮膚障害、消化器障害、肝障害などで、PCBは

脂肪組織に蓄積し、症状は長期にわたった。さらに胎盤透過性、乳汁中への排泄が認めら

れ、胎児、乳児にも障害が及んだ。

1971年滋賀県が行った調査結果ではコンデンサーエ場排水へどろに最高32,000ppm存

在した報告があり、日本では、1972年、通産省の指導により生産が中止された。また、人

体の汚染は1971～1972年の日本各郡市居住者の分析で、母乳0.001～0.7ppm、脂肪組織

0.1～18.04ppm、さらに、分析された日本人生体試料のすべてからPCBが検出されたと

いう報告もある。作業環境中の許容濃度は日本産業衛生学会(1983)が、0･1mg/m3、

ACGIH(1983)が42%塩素含有PCBについて1mg/m3，54%塩素含有PCBについて

0.5mg/m3としている。現在では、PCBは極一部の用途を除き使用されていない。なお、

従来使用されていたPCBの塗布されたノーカーボン紙、PCBを含んだトランス、コンデ

ンサーなどは、それぞれの業界などにおいて回収が行われている。
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ジグ園測ﾒﾀﾝ
化或チレ

工業洗浄剤に広く使われてきた有機塩素剤のトリクロロエタンやフロンが、オゾン層保

護のために近く全廃されるが、そのあおりで発がん性の疑いがある塩化メチレンの使用量

が、じわじわと増えている。代替洗浄剤に使うケースが増え、生産量の規制もない。しか

も不況で、環境中に漏らさない処置もあまり取られていないとみられ、大気や土壌汚染が

懸念されている。

塩化メチレンは、塗料のはがし剤や写真フィルムの材料などに使われていたが、これま

での洗浄剤と性質が似ており、従来の洗浄剤を使える上、安い。

転換量は業界もつかんでいないが、群馬県の8月の調査では、トリクロロエタンに代わ

る洗浄剤の1位は塩化メチレンだった。「転換例の七割が塩化メチレン｣とみる関係者もい

る。

販売量は1～7月で56,000トンと、昨年同期より13％増えた。メーカーの見方を総合

すると、昨年の販売量85,000トンのうち、約25,000トンが洗浄剤用だったが、今年は総

量で10,000トンに伸び、増えた量はほぼ洗浄剤用に回ったとみられる。

ところが、塩化メチレンを吸うと、めまいや吐気を起こし、量によっては死亡する恐れ

もあり、労働安全衛生法で作業環境などが規定されている。さらに、発がん性の疑いもあ

る。

1993年11月12日朝日新聞より

ジクロロメタンは別名塩化メチレンともいい、主に溶剤として、またセルロース、エ

ステル、樹脂、油脂やゴム製造にも用いられる。肺から吸収されて呼気および尿へ速やか

に排泄され、人の生物学的半減期は約1時間とされている。人の最小中毒量は吸入による

場合500ppm・主な急性症状として、人では20,000ppm･30分の暴露で麻酔される。産業

現場で問題になるのは酩酊状態になって、操作が不適確となり災害の原因となることであ

り、暴露が強くなるとめまい、吐気、四肢の知覚異常、昏睡をきたし、さらに高濃度で意

識喪失､死に至る｡許容濃度は日本産業衛生学会(1983)が500ppm､ACGIH(1983)が100ppm

を示している。
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糊鯛測xチレシ
環境庁は肝臓障害や発がん性の恐れがある有機塩素系化学物質のトリクロロエチレンな

どによる土壌汚染の実態調査を今年度から始めることにし、具体的な調査方法などを検討

するため11日、「有機化学物質土壌環境影響基礎調査検討会｣(村岡浩爾･国立公害研究所水

質土壌環境部長ら6人)を発足させた。

トリクロロエチレンによる汚染は4年前、兵庫県･太子町の上水道の地下水源から、世

界保健機関(WHO)の暫定ガイドラインを大幅に越えて検出されたことから社会問題化した。

このため、地下水汚染についての調査は環境庁で進められているが、地下水汚染に至る過

程として土壌を通過する際の実態が把握されていないことから今回の調査を決めた。

調査対象の化学物質は、土壌残留性や毒性などから土壌汚染の可能性が高いトリクロロ

エチレンをはじめ、テトラクロロエタン、4塩化炭素など5種の有機塩素系化合物。調査

期間は3年。1年目に土壌分析法を検討するとともに、土壌への蓄積状況を調べ、2年目

以降は地下水汚染にどうつながるのかというメカニズムを解明する。

1988年8月12日朝日新聞より

トリクロロエチレンは溶剤、特に金属機械部品などの脱油脂洗浄剤、有機合成中間体、

また麻酔剤として用いられている。産業上の暴露は、蒸気洗浄や熱抽出など温度の上昇す

るところで使用すると作業場に蒸気の漏れる問題が起こってくる。蒸気吸入によって、ま

た経皮的に生体に取り込まれ、人では吸入量の56％が吸収される。急性症状は中枢神経系

に対する抑制作用で、非常に高濃度暴露の場合は麻酔が起こり、低濃度では酩酊状態とな

る。この麻酔作用は一般に後遺症を残さないが、意識消失後に脳髄以下の横断症状を残し

た例や、一回または反復暴露後に三叉神経、四肢の末梢神経障害を起こした例もある。ま

た、肝および腎への毒性は低いとされているが、障害例も見られる。

許容濃度は日本産業衛生学会(1983)、ACGIH(1983)ともに50ppm・近年、飲料水とし

て使用されていた井戸水を含めて地下水中にも検出されることがあり、厚生省環境衛生局

水道環境部長通達(昭和59年)により水道水の水質基準が、暫定的に0.03mg/以下とされて

いる。また、環境庁水質保全局長通知(昭和59年)により、暫定的に、地下浸透の防止に関

する管理目標が0.03mgm以下､公共用水域への排出の抑制に関する管理目標が0.3mg八以

下とされている。
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逼
昨年秋にオープンした東京都江戸川区の公園の土壌から、側溝や川に高濃度の六価クロ

ムが漏れだしていることが24日、住民団体の調査で明らかになった。かつて日本化学工

業（本社・東京都）がクロム鉱さいを埋め立て処理し、その後、都が公園にした場所で、

排水口そばの水たまりから最高59.4ppm、側溝から12.8ppmと、工場などからの排水基

準の118倍から25倍の六価クロムが検出された。都はこれまで「処理方法に問題はない」

としてきたが、地下水が汚染されている疑いが強いため、緊急調査をすることになった。

環境庁も、適正な方法で処理し、管理されていたか、都から事情を聞く方針だ。

1992年6月25日朝日新聞より

東京都江戸川区の都道の橋脚建設工事現場周辺から、有害物質の六価クロムを多量に含

む地下水が漏出していることがわかり、東京都は21日、ポンプでくみ上げて還元剤で無

害化処理するなど対策に乗り出した。現場は日本化学工業（本社・東京都）が約28万立

方メートルの六価クロム鉱さいを埋め立て処理し、都が昨年秋に公園にした場所の一角。

6月下旬にも側溝などの水から基準値を超える六価クロムの検出が住民団体の調査で明ら

かになっている。

1992年7月22日朝日新聞より

無機クロム化合物にはクロムの酸化数(原子価)が+2，＋3，＋6のものがあり、そのうち+6

の化合物を6価クロム、またはクロム(Ⅵ)化合物と呼ぶ。クロム(Ⅵ)化合物は、可溶性クロ

ム(Ⅵ)化合物と不溶性クロム(Ⅵ)化合物の二つに分けられており、この両群におけるACGIH

の許容濃度(1983)はともに0.05mg/m3、後者は発癌性のある物質に指定されている。また、

クロム(Ⅵ)化合物については次のような法規制がある。

(1)水質汚濁に係る環境基準のうち、人の健康の保護に関する環境基準が六価クロムとして

0.05mg/l以下と定められている。

(2)水質汚濁防止法において六価クロム化合物は有害物質とされ、排水基準が六価クロムと

して0.5mg/lと定められている。

(3)下水道法において、六価クロム化合物は特定事業場から下水道へ下水を排除する際に六

価クロムとして0.5mgm以下と制限されている。

(4)水道法において、水道水の水質基準が0.05mg/l以下とされている。

(5)廃棄物の処理及び清掃に関する法律、および、海洋汚染及び海上災害の防止に関する法

律において、六価クロム化合物を含む産業廃棄物および水底土砂の処分について規制さ

れている。
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國し

先に感受性が高いとか低いとかいう話が出たことからもわかるでしょうが、

汚染された土壌には何も生育しないというわけではありません。

汚染されるということと荒野と化すということとは異なり

生き生きと緑が生い茂っていても、そこは非汚染地帯だとは限らないのです。

例えば日本全国に分布しているヘピノネゴザb

この植物は、カドミウムを非常に多く吸収蓄積しながら旺盛に生育することがあり、

葉で最高1,200ppmという驚異的な記録を持っています。

もっとも､汚染地でも非汚染地と全く同じように

何の影響も受けずに生育しているというわけではありません。

もともとへピノネゴザは樹下のうす暗いところに生育、

この種だけで密生することは少なく、他のシダ類と混成しているのが普通です。

葉は大きく濃緑色。

ところが汚染地のヘピノネゴザは全光を浴びて生育し、葉は小さく黄緑色。

つまりカドミウムの影響を受けないということではなく、

受けつつもたくましく生育しているのです。

ここで少しおもしろい話を耳にしました。

非汚染地域で育ったヘピノネゴザをカドミウムたっぷりの土に移し替えても、

1,200ppmもカドミウムを蓄積することはないそうです｡。

さらにカドミウムの汚染地域で育ったヘピノネゴザは、当然のことながら

汚染されていない土に移し替えられるとそれ自身のカドミウム含量は減少します。

その後力朕ミウムを与えると、急速に吸収が始まるというのです。

つまり、両者は同じへピノネゴザでありながら、育った環境の違いによって

全く異なる性質の植物になってしまったのです。

一見しただけでは元気に見える植物も土壌も、

実際のところはわからないという恐ろしい事実がここに存在しています。
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世の中の人々は三つに分けられ、それぞれは当然かつ大切な役割をもっています。

三つの分類の仕方は学生、研究者、そしてどちらでもない人。

学生の役割は学ぶこと、研究者の役割は研究をすること、

さらにその結果をその他の人に伝えることです。

私達は伝える努力をします。

学生でも研究者でもない人達は、私達の努力を受け取る努力をして下さい。

私達がかき集めた知識を、何らかの形で感じ取って下さい。

外に出たなら足元を、頭の上を、いつもより少しだけ長く眺めてみて下さい。

竺雪気、川を流オしるオく、足プ己のゴー、道路を走る茸亟…

目Iこ凪央る景色の中-で、この本こに無関f系なものIまありま‐すカコ？

参考； ｢環境科学辞典」荒木峻、沼田眞、和田攻編東高化学同人

｢図説環境汚染と指標生物」松中昭一編朝倉書店

｢士のはなし」土質工学会土のはなし編集グループ編技報堂出版

朝日新聞
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おもな食品添加物（化学合成品）例使用食品例
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種
類

色

着色料 発色剤 漂白剤

＄

甘味料

一

一

、

酸味料

主物

質

な名

食用赤色2号

102号

亜硝酸

ナトリウム

次亜塩酸

ナトリウム

サッカリン

アスパルテーム

酢酸

ナトリウム

クエン酸

目
的
色の強化

自然色に戻す

色素の固定

と発色

脱色および

着色抑制

甘味の強化 酸味の強化

食
品
例

菓子類

つけもの

いくら

ウィンナー

ソーヤージ

かんぴょう

こんにやく

ガムジャム

魚肉のつくだ煮

ゼリー

酢

ジャム

種
類

味

調味料

香り

発色剤

変質・腐敗防止

保存料 殺菌剤 酸化防止剤

主 物
質

な名

グルタミン

酸ナトリウム

酢酸エチル

バニリン

プロピオン酸

ソルピン酸

次亜塩素酸 アスコルピン

酸

目
的
味の強化 香りの強化 食品の

腐敗防止

食品細菌

の殺菌

脂質の酸化

防止

食
品
例

即席ラーメン

即席だし

菓子類

サイダー

ジュース

ﾉ、ム

かまぽこ

しょうゆ

ん
わ
ど
く
う
ち

かまぼこ

バター

魚肉ソーセージ

種
類

舌ざわり・歯ざわり

粘着安定剤 乳化剤 小麦粉改良剤 膨張剤

栄養強化

強化剤

主物

質

な名

アルギン酸

ナトリウム

グリセリン

脂肪酸

エステル

臭素酸カリウム 炭酸

アンモニウム

ミョウバン

リジン

ビタミンA・B

炭酸カルシウム

目
的
粘性の増強 水と油の乳化 漂白

弾力の増加

材料の膨張 栄養素の強化

食
品
例

アイスクリ ー

ムプリン

マヨネーズ

ケーキ

Fレッシング

パン

小麦粉

パン

菓子類

強化米

粉ミルク































S玉里想的な分易唖収集

実際にはどのような分別が行われているのか。ここではある自治体の分別収集の例を

挙げてみる。

… 附
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I燃えるゴミー……･･……………-………･……………………………=…………“焼却

Ⅱ燃えないゴミ

1ビニル、プラスチック系

2鉄・アルミ・ガラス片系

3木灰

Ⅲ資源ゴミ

1ガラス瓶

①生き瓶（一升瓶、ビール瓶等）

②再生瓶（色分け）

・黒系

・茶系

・緑、水色系

・白、無色系

③紛らわしいもの
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．『〃サイクルをすれば、環境に〃}いノノ

。／地球に優しいことをしよう〃
これらは、誰もが聞いたことのあるフレーズですね。スーパー

に行けば、『資源回収をしています』自治体でも、『リサイクルに

貢献しています』と、まるで売り文句・宣伝のようにして言ってい

ます。それを聞き、人々は自分も参加しなければと、言われたこと

をせっせと行っています。ただ、それがどの・ように環境によいのだ

ろうか、何が地球に優しいのかを考えたことがありますか？回収品

は、どんな手間がかけられて何になるのか知っていますか？

自分たちが住んでいる地球をきれいにしたい、汚してはいけない

と思うことが当たり前のことのようになっている今、もう一度考え

てみましょう。

＜あなたは、本当にリサイクルをして

いますか、環境を守っていますか？＞
＋…一・ー一

一夕今一－一一・一◆一口0－－－一●一一・，一一一一ー一一■一

身近な例；北陸ジャスコ株式会社のリサイクル活動について
(95，～96，の－年間）
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ア ルミ缶 15410kg20000

食品トレイ・･26008kg,0000

（当社使用トレイの約60%)

1

邑
0

ごくごく身近な例を挙げてみました。このような活動で、この後述べ

る、ウラのウラまで考えたことがある人はいるのでしょうか？
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I牛乳パックをリサイクルして森林を守ろう11」 葉
二
一
国の

｝
」

が全くのでたらめであることが、ここまで読んでいただいたみなさんに

は分かってもらえるでしょう。牛乳パックは牛乳バゾクにはならないの

です9"ですから、どんなに回収したところで自然林は伐採され続けます。

くりサイクル＞という名にあこがれて無理に行われている環境
破壊なのです。

【■・公0&凸.凸一

牛乳パック以外にも紙はたくさん使われています。

2，

1

１リ
サ
イ
ク
ル
（
ｔ
）

計

上に、北陸三県オフィス古紙ソサイクル量を示し
ました。これを見れば、金沢がリサイクルに力を入れ始めたのがつ

い最近だということが分かります。北陸においても、近年やっとリ

サイクル量がのびてきました。

紙のリサイクルは、これから始まる分野と考え、一人一人が

注目して行くべきでしょう。
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分別した空き缶は、どこへ行く？何になる？
ここ数年で空き缶の分別回収がかなり普及しています。現に、自治体

が回収する不燃物ゴミはアルミ、スチールに区分けされていないと回収

されません。もちろんアンケートでも100%みんな行っていました。

＜空き缶の出し方＞
＊中身をきれいに洗う。

＊土や泥が付いていたりして汚れていてはならない。

ところで、

ヨ分{ｰ

－こで牢 里幻回F してい からといって単純に

しようかZスチール缶、アルミ缶の順に見ていきましょう。

回収ボックス
1，

ジャスコ杜の里店 。lrl

384k

3128膳間分の§

＜スチール缶のリサイクル＞
スチール缶は、缶ジュースの他に、缶詰めなどにも多用されています。

そんなスチール缶は回収されて何に使われているのでしょうか？

何人かの人の予想を裏切ることになると思いますが、スチール缶はス

チール缶にはなっていないのです！！その用途は、主にコンクリートの

中に埋める鉄骨にしかならないのです。

その理由としてもっとも大きいのは、アルミ缶

に比べてスチール缶はリサイクルが困難であるこ

とがあげられます。鉄というものは、どうしても

さびてしまいます。下手をすれば10日もしない

うちにさびてリサイクル不可能になってしまうも

のなのです。自治体によっては、「スチール缶はリサイクルする必要

はありません。」とまで言っているところがあるようです。
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’それでは次にアルミ缶のリサイクルの有効性について見てみましょう。
■日本とアメリカのアルミ缶リサイクル
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上のグラフで見られることは、日本のアルミ缶リサイクル率が急上昇したと

言うことです｡約7割がリサイクルされているのです｡これは､アメリカをも抜い

ている素晴らしい点でしょう。

アルミ缶の原料は､なんでしょうか｡そう､ボーキサイトです｡鉱物資源であ

るボーキサイトは山を切り開き､かつ､アルミニウムへとつくりかえるのに膨大

な量の電力を必要とします。しかし､アルミ缶を再びアルミ缶としてリサイクル

すれば､ボーキサイトからアルミ缶を作る際の、膨大なエネルギーを節約でき

るのです｡これがアルミ缶リサイクルの利点でしょう。
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ホントの唾サイクルを毒える
ここまで、牛乳パックと空き缶について述べてきましたが、リサイク

ルが良くないと言っているのでばあ，塞鴬此只…

Recycle:一連の行程を錘りかえさせる。

これがリサイクルの本来の意味です。ビール瓶などがいい例ですが、

簔源をもう二度同じものとして使ってこそ本当のリサイクルといえるの

ではないでしょうか。 ただ分別して出せばいいと言うのではなく、回収

したものがどのような過程で、何につくりかえられているのかを理解す

る事も大切なのです。

近年、個人的に心配なものとしてペットボトルがあります。前に挙げ

た例のようにゴミの回収やリサイクルが確立する前に普及しすぎてしま

わないでしょうか？これからわたしたちが本当に資源の大切さを考えて

いくのなら、製品化する前に回収、リサイクルを第一にして行うべきな

のです。そして、資源を使う私たち全員が自覚と責任を忘れてはいけな

いのです。

地球にすんでいるのは勅だち自島なんですから。

参考賀料 北陸ジャスコ株式会社（ホームページ）

飲料用アルミ缶回収再生率（ホームページ）

アルミ缶リサイクル協会（ホームページ）

伊藤吉徳著：間違いだらけのリサイクル
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オく落訪昆

添加物と一口に言ってもその種類は実に様々です。なかには見栄えを重視するため身

体に悪影響を与えるものもあるでしょう。そういった物から自分を守るのは結局自分でし

かなく、自分達の意識をしっかり持ってもらいたく、これを書いた次第です。まとまらな

い点もありますが、ご容赦ください。

三室内良隆

この本は私にとって初めての本になるわけですが、どうだったでしょうか。初めから

つまづいて方向を変えつつ、何とかここまで来たわけですが、そのせいか何を伝えたかっ

たのか分かりづらかったと思います。あと、調査するときに、車がほしいなあと何度も思

いました。

★本多亮

ゴミ問題を担当しました。今回、自分にとって最も身近であると感じた問題を取り上

げてみました。以前から、歯がゆく思っていたこと、皆さんに知ってほしいことをまとめ

てみました。

★田中尋菱太良雁

毎回の締め切りのたびに大変な思いでした。でも少しずつ完成して行く実感がとても

うれしく感じました。

★；編集委員

特別に手伝ってくれた多田君、佐々木さん、ありがとうございました。

田Ⅲ司和江

リポートの提出、試験、野外調査、授業がある中で、「本」を仕上げるのはとても大

変だったと思います。地球環境学特論（選択）の授業のはじめには、35名いた受講者が、

「本」の完成時には18名と半減したのをみても、かなりハードであったと思います。し

かし、初めてのパソコンと格闘したり、現地の写真を取りに行ったり、電顕写真をとって

自分で現像したり、家で実験・観察したりと、気合いが入っていました。一方通行の授業

ではなく、学生自身が参加し、考え、行動した授業でした。
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